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第４回 東大和市公園等再整備方針・再整備計画策定検討会 

会 議 要 録 

 

１ 日  時 令和 8年 1月 16 日（金）14 時 00 分～15 時 00 分 

２ 場  所 東大和市役所会議棟第 7・8会議室 

３ 出席委員 佐藤 伸朗（座長）、松浦 光明、木内 健司、秋山 治雄、寺島 由紀夫 

４ 事 務 局 金子まちづくり部長、鈴木公園緑地担当課長、鈴木計画係長 

       斉藤主事、末吉主事 

５ 次  第 

 １ 座長挨拶 

 ２ 議事 

  （１）本日の検討会でご意見いただきたい事項 

    （２）第３回検討会の振返り及びその後の対応状況について 

  （３）「東大和市公園等再整備・管理運営方針（案） 

     ～パーク・グラデーションの実現に向けて～」のパブリックコメントの 

結果について 

  （４）モデル公園選定の考え方について 

（５）今後のスケジュールについて  
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６ 議事要旨 

（１）本日の検討会でご意見いただきたい事項（事務局から資料説明） 

 

（２）第３回検討会の振返り及びその後の対応状況について 

 

（３）「東大和市公園等再整備・管理運営方針（案） 

    ～パーク・グラデーションの実現に向けて～」のパブリックコメントの 

結果について 

（質疑応答） 

 〇委員 

  パブリックコメントの意見数が少なかったことは残念である。この状況を踏まえ、

今後公園ごとに公園タイプを設定していく際には、地区単位等で市民へのヒアリング

を実施することが望ましいのではないか。 

 〇事務局 

  市はこれまでに、市民ヒアリングに加え、公園投票や小学生向けのワークショップ

を実施するなど、１,０００人を超える市民意見を聴取してきた。パブリックコメン

トに限らず、幅広い手法を用いて、多岐にわたる市民意見を聴取してきた点について

はご理解いただきたい。 

なお、今後も継続して市民意見の聴取を実施する予定である。 

〇委員 

  パブリックコメントへの回答において、再整備計画の策定過程で都立公園との具体

的な連携内容を検討していく旨が記載されているが、東京都の関係部署や都立公園の

管理者との意見交換を実施しているのか。恐らく、都立公園との連携は、ソフト面を

中心とした取組が主になると考えられる。 

 〇事務局 

  現時点で意見交換等は実施していない。都立公園との連携に関しては、都立公園で

実現できていないソフト面の取組を、市立公園で実現可能にすること等を考えている。

再整備計画においては、都立公園との連携に関する基本的な考え方を示すことを想定

している。 

なお、都立東大和公園及び都立狭山公園との具体的な連携内容については、別途検

討を進めている市立狭山緑地等における公民連携の検討業務の中で整理をしていく

予定である。 

 〇座長 

  公園タイプの設定や機能分担を検討する際は、どの公園が日常的に利用されている

か等の利用実態や、世代ごとにどのような公園を利用したいと考えているか等のニー

ズを把握し、再整備計画に反映していく必要がある。 
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 〇事務局 

  これまでの市民ヒアリング等を踏まえて、市民が利用しやすい公園となるよう、公

園タイプ及び機能の割り振りを検討していくとともに、今後も継続的して市民ヒアリ

ング等を実施していく。 

 

（４）モデル公園選定の考え方について 

〇委員 

モデル公園の対象候補に、近年リニューアルを実施した公園が含まれているが、最

終的に当該公園が選定される可能性もあるのか。 

〇事務局 

モデル公園の対象候補は、南西部エリアの公園タイプが 「わくわく公園」となり得

る公園を機械的に抽出したものである。 

現段階の対象候補にはリニューアル実施した公園も含まれるが、市民ニーズや費用

対効果を考慮し、候補の中からモデル公園を１つ選定する予定である。 

〇委員 

  再整備計画の検討を始める段階で、モデル公園は決定済みであるという認識でよい

か。 

 〇事務局 

  認識のとおりである。これまでの市民ヒアリングの結果や近隣にお住まいの方等へ

のヒアリングを実施して、決定する予定である。 

 〇委員 

  モデル公園という表現について、「先行して整備する公園」とした方が分かりやす

いのではないか。再整備方針（案）では公園タイプの名称等「○○公園」という言葉

が多く、それぞれの位置づけが分かりにくい。シンボル公園についても同様である。 

 〇事務局 

  今後、必要に応じて見直しを検討する。 

〇委員 

モデル公園の対象候補を南西部エリアのみに限定すると、他エリアの市民から不公

平である旨の意見が出る可能性はないか。 

〇事務局 

市内全体でバランス良く公園を配置し、再整備を進めることが重要であると考えて

いる。大規模であり、にぎわい公園となる公園として、北部エリアでは市立狭山緑地、

南東部エリアでは上仲原公園を優先的に再整備することを想定している。このため、

南西部エリアからモデル公園を選定することで、市内全体でバランス良く公園の再整

備を進めることに繋がると考えている。 

 

（５）今後のスケジュールについて 

〇事務局 
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第５回検討会は、令和８年４月２３日（木）の開催を予定している。第５回検討会

では、再整備方針の内容を踏まえた再整備計画の内容の検討に加え、モデル公園の選

定結果、機能分担・テーマの検討結果、オープンハウスの実施方針等を議題とする予

定である。 

また、令和８年度は、引き続き、市民ヒアリング等を実施するとともに、オープン

ハウスを開催する予定である。また、再整備計画の作成を進め、パブリックコメント

を経て、令和９年３月に再整備計画を策定する予定である。なお、オープンハウスは、

広域３エリアごとに実施することを検討している。 

 

以  上 


